


















旅 羞 浚諺多 疇 疇
中世の守山

中世とは、 律令制の弱体化に伴って、 武家が政権を握った鎌倉時代 (1185~1333) から室町

時代 (1336~1573)をさしています。

中世になると、農業生産や商業・手工業の発

達と貨幣経済の応がりによって、 物の流通が一

＂ク

層活発化します。
ほしかじょう はりまだじ ょ う

横江遺跡や欲賀城遺跡、 播磨田城遺跡などの中世集落の調

査では、 それまで散在していた住居が有力農民を中I�に集村1ヒ
つな

し、 より地縁的な繋がりが張い村落が形成されました。
とラき

また、 土器・陶器といった生活の品々を見ると、 食器は地元で
こくしよくどきわん ばち

生産された 黒色土器塊と大小の土師器皿が基本となり、 捏ね鉢
しがらきやき とこなめやき びぜんやき

などは1言楽焼が大半を占めます。 そのほかに、 常滑焼や備前焼

などの調理具と遠方からもたらされた輸入陶磁器が加わるという

共通した出土傾向を示しています。

横江遺跡では、平安時代から鎌倉時代にかけての集落が形成

されますが、 鎌倉時代後半になると、各屋敷地を溝で区画した

計画的な屋敷地割が行われます。各屋敷地は規模に違いが見ら

れ最も大きな屋敷地からは、 他の屋敷では見られない中国製の

陶磁器が発見されていて、集落の有力者の屋敷と考えられます。
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欲賀町集落西辺の欲賀城遺跡でも鎌倉時代から室町時代に 守山の古道と中世の集落

かけての集落の様子がわかりました。 鎌倉時代は、 屋敷地割を溝によって区画し、 室町時代に入ると、 その地割を

囲むよラに「堀」が巡らされるよラになります。 このよラな堅固な集落の在り方は、 かつて欲賀にあったと伝承されて

いる「城」の存在を傍証するものかもしれません。
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：目度の屋蜘地
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左上：横江遺跡遺構概略図 右上：横江遺跡出土土器 左下：遠隔地の土器、 陶器（欲賀城 、  

右下：輸入陶磁器（欲賀城 、 欲賀 、 欲賀南遺跡）                              欲賀 、 欲賀南遺跡)

この遺跡や播磨田城遺跡でも、黒

色土器、 土師器、 信楽焼が出土品

の大半を占め、日常生活に不可欠な

常滑焼や備前焼などの陶器が流通

し、 横江遺跡にみられるよラな輸入

陶磁器も出土しています。

守山は陸上・湖上交通の要衝を

占めています。横江遺跡や欲賀城遺

跡は、 中山道守山宿から分岐して、
し な

草津市の志那港に通じる志那街道

の道筋、 あるいは境川などの水利に

恵まれた場所に位置していたことか

ら、当時の流通ル一卜を通じて、遠隔

地の品々がもたらされていたことが

わかります。

冒守山市立埋蔵文化財センタ ー

〒524-0212 守山市服部町2250番地
TEL&Fax 077 (585) 4397 
mail : maizobunkazai@city.moriyama.lg.jp 

開館時間：午前9時から午後4時まで
休館日：火曜日・祝日の翌日・年末年始
入館料：無料
HP: http://moriyama-bunkazai.org/center/ 
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